
愛媛大学農学部附属農場放牧地

における植生調査

Ｉ夏季の植生
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愛媛大学農学部附属農場は昭和51年より放牧地を造成し、以来肉用牛を12年間にわたり放牧してき

たが、近年．当初植栽した牧草であるケンタッキー31フェスクおよびシロクローパは激減し、多くの

雑草が繁茂するようになりその対策を検討している。そこで放牧地の植生の現状を調査し，放牧の適

正を期するために本調査を実施した。

放牧地の立地条件

本放牧地は愛媛県北条市八反地伊利で高縄半島西部に位置し，西方２kmに健灘を，東に標高986ｍの

高縄山を望む通称八竹山(標高88.7ｍ)の中腹から裾野にあたり，南･西および北に面し、傾斜約10～３０

度，大部分は25度前後の急傾斜地である。
カザハャ

気象条件は巻末の附属農場気象表に示す如くであるが，当地lま風早と呼ばれる強風地帯でもある。

放牧方法

放牧地の面積は3.67haで７牧区に区分され，１～７牧区と呼称されている。１，２牧区には低湿地

を一部含むが，他の牧区は乾燥地で，ｌ牧区当たりの面積は30～60ａである。開牧当初の２年間は黒

毛和種約10頭を放牧していたが，その後は約15頭(平均体重約350kg）を１０年間にわたって４月から１１

月にかけて放牧している。放牧方式は輪換放牧とし，ｌ牧区当たり３～５日間放牧しlか月で全牧区

を一巡する。

調査方法

調査は草種および植生について行った。

(1)草種の調査：西および北面の１～３牧区については昭和63年８月18日に調査した，

南面の６～７牧区については１０月14日に調査した。

(2)植生調査：北面の３牧区から無作為にlnfを抽出し，草種・草丈・本数・被度・頻度・生草重・

乾物軍を昭和63年９月１７日に方形法により調査した。
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結・果

(1)草棚の調査

草稲は表－１および表－２に示す通りである。ｌ～３牧区には１３科30梱の草種が確認された。

それらの内イネ科のものが１１種（37％）と最も多く，キク科か５種（17％）でこれにつぎ，ヒユ

科，カヤツリグサ科およびトウダイグサ科は各２種．その他の科は１種であった。６～７牧区に

おいては18科44種におよび,ここでもイネ科のものが多く１２種(27％),ついでキク科が９種(20％）

を占めた。タデ科，ナス科が各３種，カヤツリグサ科，ヒユ科およびカタバミ科は各２種で．他

のものは１種であった。

(2)植生の調査

植生は表－３に示す通りである。

①草樋：lmP当たりの草種は６科９種でった。それらの内イネ科が３種・ヒユ科が２種で他はｌ

科ｌ梱であった。

②草丈：ケンタッキー31フェスクが100ｃｍ，チカラシパが86cm、ヒナタイノコズチが60cm,他のも

のは30cm以下であった。

③密度：１ｍ，当たりの本数は537本であり，本数構成率はチカラシパが65.7％と最も高く，次いで

ケンタッキー31フェスクが17.7％，メヒシバが10.2％でありイネ科は３種で93.6％を占めた。

④被度：チカラシパが75％以上を占めて被度指数４であった。他の草種は25％以下の「ｌ」ない

し５％以下の「＋」であった。

⑤頻度：チカラシパとカタパミが20～40％のＢ，他の草種は20％以下のＡであった。

⑥生草ｉｎ(：１ｍ当たりの生草重量は2,6509であった。その内チカラシパが2,0509(77.4％)、ケ

ンタッキー31フェスクが3209（12.1％)，メヒシパがl40g（5.3％）であり，イネ科３種で生

草重量2,5109（94.7％）であった。

⑦乾物量：ｌｍＰ当たり全乾物重量は615.69であった。その内チカラシパが498.69（81.0％）ケ

ンタッキー31フェスクが73.89（12.0％)，メヒシパが22.99（3.7％）であり．イネ科３種で

５９５．３９（96.7％）であった。

考察

今回の調査について若干の考察を加えてみたい。

(1)草籾：全体的にイネ科が多く，キク科がこれに次いだ｡草種の大部分は在来の野草で占められた。

牧草の草棚は開牧時導入したケンタッキー31フェスクとシロクローパであるが，他にパヒアグラ

スおよびダリスグラスもみられた。ウイーピングラプグラスは果樹園当時のものが残ったものと

考えられる。一方，カヤツリグサ科・ナス科・アカネ科・キク科およびヒルガオ科などは牛の噌

好性が悪く，セリ科のチドメグサなどは牛の生理に好ましくないと思われる。

(2)柚性：イネ科の草種が多いことは前に述べたが，中でもチカラシパは密度・被度・生単重堂・乾
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物JR並いずれからみても優先草で全体の２／３ないし４／５を占める。このチカラシパは出偲期以

後噌好性が皆無となること．被度が高くて他の牧草を駆逐する傾向にあるのは好ましくない。ア

レチノギクは人為的に除去した後であったがまだ残っており，タデ・カタバミ・ヒナタイノコズ

チおよびイヌピユも除去すべきであり，マメ科草は増やす必要がある。全体的に優良牧雌を導入

しなければならない。

課題

放牧地の植生は放牧する家畜の頭数や期間および時期によって著しく変化する。今回は又単につい

ての調査であったが，冬革についても調査しなければならない。特に植生調査についてはｌか所のみ

の調査であるので輔度を高めるために調査地点を多くする必要がある。

科名

イネ科

キク科

表－１１．２，３牧区の草種

草 秘名

チカラシパ

オヒシパ

メヒシバ

ギョウギシパ

エノコログサ

コツプキンエノコログサ

ウイーピングラブグラス

ケンタッキー31フェスク

イヌビ エ

パヒアグラス

ダリスグラス

センダングサ

アレチノギク

オナモミ

ヨモギ

セイタカアワダチソウ

科 名

ヒユ科

カヤツリグサ科

トウダイグサ科

オオバコ科

セリ科

タデ科

マメ科

カタパミ科

イグサ科

アカネ科

イラクサ科
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革郁名

イヌピユ

ヒナタイノコズチ

ハ マ ス ゲ

カヤツリグサ

ニシキソウ

オオニシキソウ

オオパコ

オオチドメ

イ ヌ タ デ

シロクローパ

カタパミ

イ

ヘクソカズラ

ク サ マ オ
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表－２６，７牧区の草種

科名 草種名 科名 草種名

イネ科

キク科

チカラシバ

オヒシバ

メ ヒ シ パ

キンエノコロ

ザラツキエノコログサ

ウイーピングラプグラス

ケンタッキー31フェスク

イヌピエ

パヒヤグラス

ダリスグラス

タチネズミガヤ

ススキ

アレチノギク

オナモミ

ヨモギ

ノアザミ

ハハコグサ

オオパナニガナ

ノコンギク

シオン

ヨメナ

タデ科

ナス科

カヤツリグサ科

ヒユ科

カタバミ科

ゴマノハグサ科

科
科
科
科
科
科
科

ソ
ネ
サ
サ
オ
コ

ク
ク
リ
ガ
シ

カ
ラ
ユ
ル
デ

シ
ア
イ
ツ
セ
ヒ
ナ
バラ科

カカイモ科

キツネノマゴ科

イ ヌ タ デ

スイパ

ギ シ ギ シ

ヒ ヨ ド リ ジ ョ ウ ゴ

テリミノイヌホウズキ

ヤマホウズキ

ハマスゲ

カヤツリグサ

イヌピユ

イノコズチ

カ タ バ ミ

ムラサキカタバミ

ヒヨクソウ

ホトケノザ

ヘクソカズラ

オ
サ
ミ
オ
ベ

病
》
毒
岬
コ

ク
ツ
ヤ
ヒ
ハ

ミツモトソウ

クサナギオコゲ

キツネノマゴ



表－３３牧区の植生

(注１）被度は冠部被度とし

被度100～75％一被度指数４

７５～５０〃〃３

５０～ ２ ５ 〃 〃 ２

２５～ ０ ５ 〃 〃 １

(注２）頻度は20以下

２０～４０％

４０～６０〃

６０～８０〃

８０～100〃

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
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草 種 草丈 本数 本数構成率 被度 頻度 生草重 乾物重 生育エテージ 備考

チカラシパ

Ｃ、

8６ 353 65.7

％

４ Ｂ

９

2,050

９

498.6 開花期 ２株

ケンタッキー31フェスク １００ 9５ 1７．７ １ Ａ 320 73.8 開花期 1株

メヒシバ 2５ 5５ 1０．２ １ Ａ 140 2２．９ 開花期 ５株

イヌピユ 2４ ７ 1.3 ＋ Ａ 2５ 3.0 開花期 ７株

ヒナタイノコズチ 6０ ８ 1.5 1 Ａ 9２ 1３．４ 開花期 ５株

シロクロ－パ 1３ 1０ 1.9 ＋ Ａ １３ 1.5 ２株

カタパミ 3０ ７ 1.3 十 Ｂ ５ 1.4 ３株

タ デ 1０ １ ０．２ 十 Ａ １．７ 0.3 開花期 l株

ア レチノギク 1６ １ ０．２ ＋ Ａ ３．７ ０．７ 1株

合 計 537 100.0 2,650.4 615.6 27株


